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一
〇
〇
万
円
で
記
念
事
業

…
十

八

日

に

は

記

念

式
…

創立10 周年を迎えた県北中学校

満
州
の
広
野
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
上
野

の
原
に
、
県
北
中
学

校
が
立
て
ら
れ
て
か
ら
十
年
、
同

皎
Ｐ
Ａ
Ｔ
で
は
同
窓
会
、
婦
人
会

、
青
年
団
、
部
落
会
、
商
工
会
、
晨

協
、
消
防
団
そ

の
他
学
区
内
の
各

種
団
体
有
志
を
も
っ
て
十
周
年
記

念
事
業
協
賛
会
（

会
長
大
津
利
一

氏
）
を
組
織
し
、
目
下
基
金
募
集

や
行
事
事
業

の
準

備
に
大
童
で
あ

る
。
渮
記
念
式
は
、
創
立
記
念
日

の
本
月
十
八
日
午
前
九
時
半
よ
り

同
校
講
堂
で
行
な
い
、
午
後
は
祝

賀
会
、
記
念
行
事
と
し
て
作
品
展

示
会
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
記
念

事
業
次

の
通
り

記

念
事
業
内
訳

机

靉

難

才

一
〇
万
円

３
、

黒
板
　
　
　
　
　
　

一
五
万
円

４
、

楽
器
　
　
　
　
　

一
〇
万
円

５
、

剣
道
具
　
　
　
　

一
〇
万
円

６
、
産
業
振
興
法
適
用
設
備

充
実

四
五
万
円

７
行
事
運
営
費
　
　
　

一
つ
万
円

作
四
心
祝
賀
会
、
展
示
会

成 人 者 名 簿

自　昭和１４・４・２
至　仝　１５・４・１

生

あ
な
た
は
も
れ
て
い
ま
せ
ん
か

も
れ
て
い
た
ら
す
ぐ
公

民
舘
（

役

埔

内

）

ヌ

は

近

く

の

小

学

校

へ

申

出

て

下

さ

い

（

小

坂

）

高

野

和

子

、

佐

藤

俊

子

、

朽

木

久

美

子

、

山

田

ヨ

シ

、

安

藤

公

子

、

安

藤

弘

气

佐

久

間
貞
勝
、
野
村
政
一
郎

（
鳥
取
）
後
藤
清
美
、
後
藤
一
子

（
内
谷

）
赤
坂
ト
ミ
子
、
熊
坂

キ

ョ
、
鴨
田
キ
ョ
子
、
菅
野
秀
子

、
高
橋
絹
代
、
本
印
善
市
、
菅

野
正
光
、
菅
野
広
吉
、

菅
野
喜

男

、
菅
野
三
智
子
、
菅
野
勝
美

（
泉
田
）
後
藤
信
介
、
佐
藤
洋
子

、
大
内
ト
モ
、
目
黒
久
子
、
仲

野

良
子
、
渡
辺
満
子
、
一
条
八

電
子
、
蓬
田

文
男
、
阿
部

ト
ク

、
菅
井
正

二

阿
部
末
子

（
藤
田
）
菅
井
八
重
子
、
和
泉

ミ

ツ

、
高
橋
紀
江
子
、
中
村
清
子

、
斎
藤
芳
男

、
水
上
哲
志
、
榊

友
一
、
舟
山
武
睛
、
高
橋
正
夫

、
国
井
マ
サ
子
、
宇
佐
美
摶
子

、
石
井
伯
子
、
北
原
貴
美
子
、

木
田

喜
一
郎
、
小
西
常
夫
、
菅

野
孝
子
、
大
竹
昭
男
、
秦
光
子

、
武
田

倫
子
、
紺
野
亮
子
、
徇

部
昭
男
、
秋
場
昌
蔵
、
細
川

知

子
、
岩
崎
徳
行
、
古
小
高
譲
、

榊
栄
子
、
富
樫
正
義
、
鈴
木
良

子
、
後
藤

美
佐
子
、
秦
ス
ミ
子

、
国

分
賀
寿
子
、
本
間
正
二
、

秦
紀
子
、
山
家
鐓
、
秦
正
弘
、

鈴
木
テ
ル
子
、
秦

経
夫
、
佐
久

間
靖
圉
、
佐
藤
洋
一
、
山
内
祐

、
大
波

ヨ
シ
、
沼
田
美
紀
子
、

古
内
清
行
、
古
宮
孝
、
神
尾

ヨ

ウ
子
、
最
上
通

、
内
村
莫
、
須

田
代
志
子
、
最

上
公
子

（
石
母
田
）
佐
藤
光
政
、
佐
藤
広

、
佐
藤
幸
子
、
佐
藤
友
昭
、
佐

藤
君
子
、
市
川
栄
子
、
佐
藤
セ

ツ
、
斎
藤
有
、
宍

戸
二
三
子
、

阿
部
イ

Ｉ
子
、
菊
地
克
子
、
松

浦
道
孝
、
菊
地

ミ
イ
、
菊
地
春

雄
、
佐
藤

キ
イ
子
、
斎
藤
清

（
山
崎
）
古
内
福
子
、
鐚
水
金
也

、
吉
田
好
雄
、
大
波

シ
ゲ
子
、

古
田
秀
子
、
八
島
喜
孝
、
高
橋

洋
三
、
高
橋
竹
男
、
高
橋
正
男

、
八
島
貞
夫
、
佐
藤
知
子
、
中

山
阜
男

（
森
山
）
谷
津
ス
イ
子
、
宍
戸

キ

ョ

シ
、
遠
藤
ヒ
デ
子
、
佐
藤
敏

夫
、
佐
久
間
和
夫
、
佐
藤
安
子

、
斎
藤
秀
雄
、
松
浦
栄
治
、
石

川
美
代
子

、
吉
田

フ
ミ
子
、
吉

田

春
子
、
佐
藤
孝
芳

、石
川
武
正

（
徳
江
）
斎
藤
慱
、
八
巻
良
子
、

斎
藤

カ
ネ
、
渡
辺
サ
ト
、
渡
辺

ト
ミ
子
、
宍
戸
正
光
、
佐
藤
貞

治
、
徳
江
節
子
、
佐
野
喜
代
志

、
村
上
文
雄
、
村
上
ヒ
ロ
、
大

波
健

（
塚
野
目
）
佐
藤
庄
五
郎
、
佐
藤

ヨ
シ
ノ
、
寺
島
長
司
、
菊
地
ツ

ヤ
、
佐
久
間
（

ル
子
、
佐

久
間

利
道
、
佐
久
間
妙
子
、
高
橋
幸

子

（

貝
田
）
大
泉
光
芳
、
佐
藤
俊
子

、
佐
藤
保
雄
、
大
沼
秀
雄
、
大

沼
凱
雄
、
松
田
勝
助
、
大
沼
道

子
、
松
田
テ
ル
、
鈴
木
捷
治
、

高
橋
正
三
、
吉
田

タ
カ
、
高
橋

孝
吉
、
斎
藤
忠
男
、
佐
藤
ト
シ

（
大
木
戸

）
武
田

初
代
、
菊
地
力

男
、
佐
藤
和
美
、
阿
部
重
夫
、

阿
部

和
美
、
阿
部
ス
イ
、
松
浦

ウ
メ
、
松
浦
周
市
、
松
浦
忠
夫

（
高
城
）
村
上
守
正
、
長
谷
川

マ

サ
、
後
藤
ノ
プ
子
、
窓

村
藤
栄

、
長
谷
川
光
夫
、
渋
谷
正
巳
、

渋
谷
孝
蔵

（
光
明
寺
）
遠
藤
豊
太
、
遠
藤
俊

『

桜
沢
務
、
松
浦
ア
ヤ
、
星

野
富
子

（
西
大
枝
）
佐
藤
和
夫
、
井
砂
サ

ク
、
瀬
戸
彦
衛
、
遠
藤
正
江
、

松
浦
ヨ
シ
、
一
条
幸
助
、
松
浦

孝
康
、
鈴
木
き
エ
、
鈴
木

ヨ
ネ

、
内
村
忠

（
川
内
）
菊
地
（

ツ
子
、
鈴
木
ヨ

シ（
内
上
）
、
鈴
木
ヨ
シ（
冲
）

成
人
者
の
方
へ

み

ん
な
そ

ろ

つ
て
教

養
講

座

成
人
式

に

は
質
素

な

姿
で
・：

成
人

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

あ
な
た
の
成
人
を
祝
う
た
め
に
、

町
で
は
、
次

の
よ
う
行
事
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人
生
の

意
義
あ
る
第
一
歩
を
飾

る
た
め
。

進

ん
で
参
加
し
て
下

さ
い
。

１
、
成
人
式

一
月
十
五
日
午
前
九
時
か
ら
藤

田
小
学
校
で
行
い
ま
す
。
来
賓

の
祝
辞
、
成
人
者
の
感

想
発
表

記
念
講
演

、
そ
れ
に
婦
人
会
の

方
の
ま
ご
こ
ろ
こ
も
る
会
食
、

親
子
座
談
会
な

ど
、
一
生
の
思

い
出
と
な
る
行
事
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
た
の
し

い
一
日
を
送
り
ま
し
よ
う
。
服

装
な
ど
も
な
る
べ
く
質
素

に
し

て
、
こ

の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
新

調
す
る
よ
う
な
こ

と
は
避
け
た

い
と
思

い
ま
す
。
要
は
心
に
晴

れ
着
を
着
る
こ
と
で
す
。

２

’

成

人

講

座

一
月
十
日
前
後
に
三
～
四
日
、

適
当
な
講
師
を
輻

ん
で
教
養
講

座
を
開
き
ま
す
。
人
生
の
羅
針

盤
と
も
な
乱
教
養

を
身
に
っ

け

る
た
め
、
み
ん
な
揃
っ
て
出

席

し
て
下
さ
い
。

３

、
記
念
文
集
作
製

感
想
文
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
な
ど

を
出
し
あ
っ
て
記
念
文
集
を
作

り
、
当
日
配
布
し
ま
す
。
こ
れ

は
大
仕
事
な
の
で
特
別
委
員
を

あ
げ
て
編
集
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
御
投
稿
下
さ
い
。

「
薫
る
拍
葉
」

の
表
題
名
は

県
北
中
生
徒
の
募
集
第
一
位

の
も
の
を
そ
の
ま
Ｘ
採
用

し

た
も
の
で
あ
る
。

県
北
中
学
校
の
十
年
の
歩
み

生
徒
の
学
芸
、
体
育
、
そ
の

他

各
方
面
で
の
輝
し
い
活
躍

の
記
録
等
を
写
真
や
賞
状
に

説
明
を
附
記
し
た
、
金
糸
銀

糸
の
刺
繍
を
施
し
、
校
章
と

拍
葉
を
あ
し
ら
っ
た
豪

華
絢

爛
、
東
京
一
流
メ
ー
カ
ー
の

作
製
の
大
ア
ル
バ

ム
で

価

格
は
一
万
円
で
あ
る
。

盛
況
だ
っ
た

共
済
映
画
会

国
見
町
農
業
共
済
組
合
（
組
合
長

穴
戸
武
雄
氏
）
で
は
、
組
合
員
の

慰
安
を
か
ね
、
共
済
制

度
の
趣
旨

の
徹
底
を
は
か
る
た
め
、
去
る
一

日

か
ら
六
日
間
、
各
地
区

に
わ
た

っ
て
映
画
会

を
開
い
た
。
屁
は
學

校

の
児
童
生
徒
、
夜
は
一
般
町
民

と
、
組
合
長
自
ら
陣
頭

に
立
ち
、

全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
昼
夜
兼
行

、

ど
こ
の
会
場
も
大
入
満
員
で
み

ん
な
満
足

し
て
い
る
。

○
プ
ロ
グ
ラ

ム

ー
、

ニ
ュ
ー
ス
　
　

（
一
巻
）

２

、
牛

と
少
年
　
　

（
三
巻
）

３

、
し
い
の
み
学
園
（
十
一
巻
）

４
、
忠
臣
蔵
　
　
　
（
十
二
巻
）

○
時
と
と
こ
ろ

一
日
　

森
江
野
小
学
校

二
日
　

大
木
戸
小
中
学
校

・三
日
　

小
坂
小
学
校

四
日
　

大
枝
小
中
学
校

五
日
　

藤
田
小
学
校

六
日
　

石
母
田
公
民
舘

尚
国
見
町
公

民
舘
で
は
、
映
・写
譏

と
技
術
者
を
提
供
し
て
大
い
に
感

謝
さ
れ
て
い
る
。

水　稲　の　部（４石以上）

瞶 位

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

氏　　　名

大
沼　忠行

松浦 竹志

熊坂 栄一
八島　健一
八島福太郎

遠藤弥惣治
松浦　　榮

大津
，昭市

熊坂 栄一
大波　治男

実沢
平作

後藤　好美

地区名

大木戸
仝
小 坂

大木戸

仝
仝
仝

森江野
小　坂

森江野
仝
小　坂

品　種　名

新　６　号、
仝
具 林21 号

セキミノリ
コガネモチ
藤 坂 ５ 号

ト　
ヮ　ダ

藤 坂 ５ 号
仝

銀　　　河
仝
ト　ヮ　ダ

反当換
算収量
石　 合
4 5 7 5
4 3 3 b
4 3 3 2
4 2 9 6
4 2 5 7
4 1 9 1

4 1 6 4
4 0 6 8
4 0 6 5
4 0 5 6
4 0 3 5
4 0 1 4

大　豆　の　部　　　　　`

１
２
３
４
５

八島　　昌
武田　　勉

八島　林蔵
瀬戸 正次
太田　重吉

藤　田

大木戸
藤　田
大 枝
森江野

革新 １ 号

仝
仝
仝
仝

９ ４／５

６ ８． １

５ ７． ９

５ ５． ５

５ ４． ３

米
作
り
の
王
座
は
大
沼
氏

大

豆
は
断

然
八

島
氏

国
見
町
農
業
改
良
推
進
協
議
会
（

会
長
八
島
福
太
郎
氏
）
が
、
桑
折

地
区
農
業
改
良
普
及
所
お
よ
び
町

役
場
と
共
催
で
、
水
稲
、
大
豆
、

馬
鈴
薯
の
増
収
競
技
会
を
催
し
た

こ
と
は
本
紙
六
月
号
で
お
知
ら
せ

し
、
そ
の
う
ち
馬
鈴
薯
に
つ
い
て

は
、
九
月
号
で
発
表
し
。だ
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
回
水
稲
お
よ
び
大

豆
の
成
績
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
水
稲
の
部
で
反
収
九

俵
以
上
が
五
十
一
人
の
多
き
に
お

よ
び
、
特
に
十
俵
以
上
が
十
二
人
、

最
高
大
沼
忠
行
氏
は
十
一
俵
で
、

こ
れ
は
五
年
つ
ゞ
き
の
豊
作
と
い

う
よ
り
は
、
わ
が
国
見
町
の
米
作

技
術
の
水
準
の
高
さ
を
も
の
が
た

る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
つ

い
て
改
良
普
及
所
の
佐
藤
忠
司
技

師

は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
本
年
の
結
果
か
ら
見
ま
す
と

早
い
品
種
の
選
定
、
早
植
、
施

肥
合
理
化

と
い
う
こ
と
が
増
収

効
果
を
高

め
て
い
ま
す
。
上
位

入
賞
者

が
ほ
と
ん
ど
五
月
下
旬

の
田
植

だ
と
い
う
こ

と
は
、
早

植
が
い
か
に
良
い
か
が
わ
か
る

と
思

い
ま
す
。
品
種
は
、
藤
坂

五
号
を
筆
頭
に
、
早
い
品
種
に

変
つ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
地
帯
に
よ
り
異
り
ま
す
。
早

柩
に
は
早
い
品
種
が
効
果
的
で

す
。
施
肥
合
理
化
は
、
品
種
や

田
植
時
期
に
応
じ
て
と
い
う
こ

と
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
土
壌

断
面
調
査
に
よ
る
適
正
な
施
肥

と
い
う
こ
と
の
効
果
が
大
き
く

こ
れ
は
、
今
後
大
い
に
努
力
す

べ
き
点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
植
付
株
数
も
適
正

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。

又

病

●
　
・

－
　
一
　
・

虫

害

の

防

除

は

、

共

同

防

除

の

推

進

と

い

う

こ

と

が

、

絶

対

不

可
欠

の
こ
と
で
す
。

以
上
の
事
柄
が
か
さ
な
り
合
っ

て
良
い
成
績
を
挙
げ
得
た
も
の

で
あ
っ
て
、
決
し
て
一
つ
二
つ

の
事
柄
や
、
ま
ぐ
れ
当
り
で
は

決
し
て
最
後
の
栄
冠
は
望
め
な

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
」

引
揚
者
給
付
金
、
恩
給
座
ど

請

求

は

か
す

み

で
す

か
？

引
揚
者
、
元
軍
人
軍
属
及
び
そ
の

遺
族
の
皆
様
川
引
揚
者
給
付

金
、

恩
給
等
の
請
求
は
お
す
み
で
し
よ

５
か
？

請
求
が
お
く
れ
ま
す
と
時

勁
に
よ
っ
て
請
求
権
を
う
し
な
い

ま
す
か
ら
御
注
意
下
さ
い
。

記

○
引
揚
者
給
付

金
等
の
支
給
法

時

効

完

成
　

昭
3
5
、
５

、
1
6

（

役

場

受

付

）

Ｏ
恩
給
法

時
効
完
成
　

昭
3
5
、７
、
3
1

（
福
島
世
話
課
受
付
）

○
普
通
恩
給

山
昭
2
1、２

、１
以
前
に
普
遥

恩
給
を
受
け

た
こ
と
の
あ

る
者

閲
兵
及
び
下
士
官
に
あ
っ
て

は
、－
そ
の
在
職
が
十
二
年

以
上
、
准
士
官
で
あ
っ
た

者
は
十
三
年
以
上
の
者

○
一
時
恩
給

引
続
い
て
の
在
職
が
七
年
以

上
十
二
年
、
又
は
十
三
年
未

満
の
者
（

但
し
通
算
し
て
七

年
以
上
は
該
当
し
な
い
）

○
尚
普
通
恩
給
受
給
権
者
死
亡

し
だ
場
合
は
普
通
扶
助
料
、

一
時
恩
給
に
つ
い
て
は
一
時

扶
助
料
が
受
け
ら
れ
る
。

○
傷
病
恩
給

時
効
完

成

山
退
職
当
時
症
状
固
定
―
退

職
の
日

か
ら
七
年
退
職
後

症
状
固
定
Ｉ
固

定
の
日
か

ら
七
年

閲
昭
2
9、
３
、
3
1前
に
旧
七
項

症
か
ら
四
款
症
に
裁
定
さ

れ
た
者
－

昭
2
9、４

、１
か

ら
七
年
間
（
二
十
二
条
の

み
昭
3
6
、３
、
3
1時
効
完
成

）
尚
有
期
恩
給
は
期
間
満
了
後

七
年
以

内
に
請
求
が
な
か

っ
た
と
き

○
公
務
扶
助
料

山
戦
没
者
の
遺
族

匂
増
加
恩
給
又
は
障
害
年
金

を
受
け
て
い
た
者
の
遺
族

即
戦
傷
病
が
原
因
で
死
亡
し

た
者
の
遺
族

○
特
別
法
に
よ
る
扶
助
料

り
擅

族
等
援
護
法

○
准
軍
族
の
溏
宸

給
興
金

京
不
明
の
点
は
厚
生
課
民
生
係
に

お
間
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

（
厚
生
課
）

厚
生
課
だ
よ
リ

○
共
同
募
金
な
ど
目
標
完
遂

三
寸
匹
年
共
同
募
金

一
五
七
。
０
０
０
円

海
外
抑
留
同
胞
救
出
拠
出
金
　

一
三
、
五
〇
〇
円

十
五
号
台
風
義
捐
金

一
三
、
五
〇
〇
円

町
杜
協
事
業
費一

〇
、
〇
三
二
円

合
計
　
　

一
九
四
、
〇
Ξ
二
円

○
伊
勢
詢
台
風
救
援
金
品

衣
剌
品
七
梱
　

（

八
十
四
諺
）

大
町
南
、
駅
前
、
沐
町

の
各

部
落
会
及
び
個
人
と
し
て
奥

山
キ
ミ
、
宮
川
医
院
、
穂
苅

呉
服
店

台
風
見
舞
映
画
純
益
金

八
、
七
四
四
円
　

樋
口
弥
太
郎

白
米
　

一
一
七
諺

義
捐
金
三
五
三
三
円

衣
料
品

皿
鈩

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
展
開
、

年
の
瀬
を
間
近

に
控
え
、
生
活

に
困
る
人
々
に
温
い
思

い
や
り

の
心
を
も
ち
よ
る
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
は
、
来
る
二
十
日
迄

展
開
し
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
達
管
内
青
年

研
修
講
座

沐
年
七
月
か
ら
開
か
れ
た
管
内
青

年
研
究
講
座
は
毎
月
各
町
輪
番
で

行
わ
れ
て
来
た
が
、
本
月
十
日
午

前
九
時
半
か
ら
、
わ
が
国
見
町
青

年
研
修
所
で
そ
の
第
五
回
講
座
が

開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
各
町
小
孛

校
の
区
域
か
ら
選
ば
れ
た
男
女
各

一
名

づ
、つ
合
計
七
十
二
名
の
生
徒

の
グ
ル
ー
プ
で
、
今
回
は
、
午
前

中
に
福
島
大
学
の
角
田
教
授
の
「

農
業
経
営
の
お
り
方
」
に
つ
い
て

講
義
学
習
、
午
後
は
映
画
を
通
し

て
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
（
役
割

剥
）
を
学
習
し
た
。

○

新

暦

一
本

で

楽

し

い

お

正

月

を

迎

え

ま

し

よ

う
：
‘…

く
に
み



管内総ぐるみで

新
正
月
一
本
化
へ

自
分
の
生
活
は
自
分
の
努
力
で
改
善
し
よ
う

新
正

月
一
本
化

に
つ
い
て
、
管
内

各
種
団
体
一
致
し

て
推
進
し
て
い
る

こ
と
は
、
前
号
「

く

に
み
」
で
お
知

ら
せ
し
た
が
、
こ

の
程
こ
れ
ら
団
体

連
名

の
ち
ら
し
を

く
ば
っ
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
反

響

を
呼
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
各
種
団
体
や
町
村

が

個
々
ば
ら
ば
ら
に
実
行
し
て
来
た

の
で
、
と
か
く
足
な
み
が
み
だ
れ

、
せ
っ
か
く

の
意
気

ご
み
も
く

ぢ

け
て
し
ま
う
と
い
う
に
が
い
経
験

を
し
て
き
た
管
内
の
各
町
、

各
団

体
で
は
、
時

期
到
来
と
ば
か
り
大

よ
ろ
こ
び
、
こ

ん
ど
こ
そ
町
ぐ

る

み
新
正
月
一
本
化

に
切
り
か
え

よ

う
と
、
ど
こ
の
町
で
も
張
切
っ

て

い
る
。

わ
が
国
見
町
で
も
、
管
内
の
こ

の
動
き
に
呼
応
し
て
、
青
年
団
、

婦
人
会
で

は
そ
れ
ぞ
れ
役
員
会
を

開
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
浸

透
運
動
を
し
て
い
る
の
で
、
案
外

ス

ム
ー
ス
に
実
現
で
き
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
元

来
、
新
生
活
運

動
は
、
上
か
ら
の
天
下
り
で
は
、

運
動
そ
の
も
の
の
本
旨

に
そ
む
く

の
で
、
た
と
え
歩
み
は
お
そ
く
と

も
、
あ
く
ま
で
下
か
ら
の
盛
り
あ

が
り
に
期
待
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

新
正
月
一
本
化
反
対
の
理
由
は

気
候

と
’仕
事
の
問
題
、
旧
来
の
し

き

た
り
に
対
す

る
郷
愁
、
も
一
つ

は
先
走
つ
七

馬
鹿
み
た
く
な
い
と

い
う
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
す
で
に
十
分
に

論
じ
つ
く
さ
れ
、
良
識

と
熱
意
で

解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
だ
。

一
時
も
早
く
二
重
生
活
か
ら
ぬ
け

だ
し
、
簡
素
化
、
合
理
化
の
線
で

進
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

新
し

い
民

生

（
兄

童
）
委

員

本
月
一
日
を
期
し
全
国
一
斉
に
民

生（
児
童
）委
員
が
改
選
さ
れ
た
。

本
町
の
新
委
員
次
の
通
り
。

（
　

）
内
は
担
任
地
区

○
小
坂
方
部

佐

藤
　

元

一
　
（

小

坂

、
太

田

川

）

安

藤
　

留

作

（

前

田

、
板

橋

）

仲

野

直

一

郎

（

泉

田

上

、
中

）

中

野
　

ッ

ギ

（

泉

田

下

）

高

橋
　

千

治

（

鳥

取

）

菅

野
　

冨

蔵

（

内

谷

西

）

鴨

田
　

ッ

ル

（

内

谷

東

）

○
藤
田
方

部

熊
田
　

一
怡
（
大
町
南
、
同
北
）

紺
野
　

し
ほ
（
本
町
、
錦
町
）

穗
苅
　

計
三
（
宮
町
南
、
同
北
）

五
十
嵐
　

衛
（
町
東
、
鶉
町
）

高

木
　

幸

作

（

石

母

田

東

）

菊

地

よ

し

い

（

石

毋

川

西

）

高

橋
　

卜

ヽヽ
｀
（

山

崎

鉄

道

上

）

奥

山
　

し

ま

（

駅

前

、
小

舘

）

○
森
江
野
方
部

谷
津
　

兵
吉
（

第
一
、
二
部
落
一

佐
藤
　

義
質
（

第
四
部
落
）

近
野
　
　

稔
（

第
三
部
落
）

引
地
　

芳
男
〔
第
五
、
六
部
落
〕

大
波
　

イ

シ
〔
第
七
、
八
部
落
〕

徳
江

。
喜
一
（

第
九
部
落
）

佐
久
間
い
ち

第
十
、
十

二

十
二
部
落

○
大
木
戸
万
部

岡
田
忠
次
郎
（
貝

川
下
）

大
沼
は
る
よ
（
貝

川
上
）

谷
津
　

平
作
（
大
木
戸
）

吉
川
　

亀
吉
（

山
根
）

星
野
　

ッ
ギ
（
光
明
寺
）

八
島
福
太
郎
（

高
城
）

○
大
枝
方

部

鈴
木
　
　

正

原

町

、
並

柳

、
築

館

、
中

部

、
北

部

大
浪
　

政
吉
（
川
内

）

『
み

ど

り

号

』が

畚
り
ま
す

映
画
で
新
生

’活
運
動
を

新
春
早
早
、
県
社
会
教
育
課
の
巡

回
自
動
車
「
み
ど
り
号
」
が
、
お

も
し
ろ
い
映
画
、
幻
灯
な

ど
、
た

く
さ

ん
の
視
聴
覚
教
材
を
も
っ
て

わ
が
町
を
お
と
ず
れ
、
新
生
活
運

動
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
す

る
こ
と

に
な
っ
た
。

日
時
。
場
所
な
ど
次
の
通
り
。

一
月
六
日
（
水
）

午
後
一
時
よ
り
小
坂
小
学
校
　

仝
　

六
時
よ
り
大
木
戸
中
学
校

一
月
七
日
（
木
）

午
前
九
時
よ
り
青
年
研
修
所

午
後
一
時
よ
り
森
江
野
小
学
校

仝
　

六
時
よ
り
大
枝
中
学
校

各
会
場
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
、

青
年
団
な

ど
社
教
団
体
は
も
ち
ろ

ん
、
一
般
地
区
民
の
多
数
参
加
を

希
望
し
て
い
る
。
肓
所
要
時
問
二

時
間
半
、
料
金
は
不
要
。

人
生
学
校

「
宇

宙
旅

行
」

春

日

佑

幸

昔
話
に
き
い
て
い
た

か
ぐ
や
姫
と
か
い
う
方
は

今
も
月
に
は
い
る
の
か
と

考
え
て
ね
た
晩
だ
っ

た

急
に
私
は
出
来
た
て

の

ソ
連
の
機

械
を
買
い
こ
ん
で

月
夜
の
そ
ら
を
ひ
と
と
び
に

．

未
知
の
世
界

の
旅

に
出
た

し
か
し
あ
い
に
く
専
売
の

き
か
い
の
ね
ら
い
は
う
ら
が
わ

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卜

お
り
る
し
か
け
で
あ
っ
た
か
ち

夜
だ
け
み
て
来
た
わ
竹
な
の
さ

そ
こ
に
も
人
が
住
ん
で
い
た

し
か
し
お
い
ら
と
反
対
で

明
る
い
間
は
ね
て
く
ら
し

夜
だ
け
う
ご
く
国
だ
っ
た

’く
ら
く
て
視
力
を
失
っ
た

め
く
ら
が
千
人
い
る
中
に

め
あ
き
は
せ
い
ぜ
い

Ｉ
人
の

あ
わ
れ
な
比
率
の
よ
う
だ
っ
．だ

み
ん
な
が
杖
を
ふ
り
ま
わ
し

横
行
活
歩
す
る
た
め
に
　

／

う
ろ
う
ろ
し
て
る
と
脳
天

を

ポ
ソ
と
や
ら
れ
る
状
態
だ

道
徳
な
ど
は
ど
こ
へ
や
ら

お
や
じ
と
彼
氏
の
別
も
な
く

権
利

の
主
張
と
暴
力
と

く

べ
っ
が
っ
か
な
い
よ
う
で
あ

法
律
だ
ど
も
あ
る
け
れ
ど

一
寸
さ
き
扛
や
み
だ
か
ら

何
で
も
あ
た
り
ば
つ
た
り
で

す
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
風

だ

一

盲
衆
盲
を
ひ
き
ま
わ
し

ま
た
一
盲
が
一
盲
を

衆
盲
が
衆
盲
を
ひ
き
ま
わ
し

台
風
み
た
い
な
マ
ス
コ
ミ
だ

か
ぐ
や
姫
に
も
会
え
な
い
し

こ
ん
な
世
界
に
わ
け
も
な
く

長
居

無
用
と
気
が
つ
い
て

す
ぐ
に
も
ど
つ
て
来
た
わ
け
さ

追
記か

ぐ
や
姫

の
住
所
は
月
の
こ

ち
ら
が
わ
だ
と
の
う
わ
さ
で

し
た

古
人
曰
く
、
一
盲
引
衆
盲
の

道
理
は
さ
ら
に
一
盲
引
一
盲

な
り
、
衆
盲
引
衆
盲
な
り

（

海

印

三

昧

）

座 談 会

「

来
年

も

ぜ

ひ

行

き

た

い
」

北

海

道

季

節

労

務

者

本
年
四
月
、
三
十
三
名
の
青
年
男

女
が
、
県
下
五
百
四
十
二
名

と
共

に
北
海
道
に
渡
り
、
美
唄
（

ビ
バ

イ

）
の
農
家
で
八
ヶ
月
間
働
き
、

去

る
本
月
一
日
、
元

気
い
っ

ぱ
い

で
、
な
っ
か
し
の
故
郷
に
帰
っ
て

来

た
。

こ
れ
ら
の
青
年
た
ち
の
現
地
で
の

働
き
ぶ
り
は
極
め
て
辛
棒
強
く
、

ま
じ
め
で
、
受
入
側
の
好
評
を
得

て
い
る
が
、
こ
の
程
、
受
入
協
議

会
の
林
常
務
理
事
が
、

お
礼
の
た

め
わ
ざ
わ
ざ
来
町
さ
れ
た
。
こ
の

機
会
に
県
職
業
安
定
所
で
は
労
務

係
長
を
派
遣
し
、
。役
場
の
係
員
も

加
え
、
労

務
者
達
と
座
談
会
を
開

い
た
。
左

に
そ
の
要
点
を
摘
記
す

る
Ｏ

χ

…

…

○

司

会

者

…

労

務

係

長

△

受

入

協

議

会

林

常

務

理

事

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

・
・・
労

務

青

年

男

女

△
皆
さ
ん
。が
ま
じ
め
に
働
い
て
い

た
だ
い
た
お
蔭
で
、
十
四
万
侫

の
取
入
が
す
み
、
今
二
万
俵
残

す
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

○
受
入
先

の
耕
作
面
積
は
？

Ａ
田
畑
合
せ
て
六
町
～
八
町
五
反

Ｂ

田
が
六
割
以
上
で
す
。

○
食
物
な
ど
は
？

Ｃ
家
族
同
様
で
わ
が
家
以
上
だ
。

Ｄ
美
唄
の

カ
イ
テ

ソ
や
き
の
味
は

と
て
も
す
ば
ら
し
い
。

Ｅ
北
海
道
は
あ
ず
き
が
豊
冨
だ
か

ら
Ｏ
　

／

’丶
こ

Ｆ
さ
と
う
亀
ミ
ル

ク
も
何
で
も
多

い
。

○
休
日
は
？

Ｇ

月
二
回
の
公
休
日
は
ほ
ん
と
に

気
持
よ
く
休
ま
せ
て
く
れ
た
。

Ｈ

公
休
日
。に
は
、
お
嫁

さ
ん
が
ち

や
ん
と
休
ん
で
陜
画
見
物
に
い

く
の
は
好
ま
し
か
っ
た
。

Ｉ
嫁
に
い
く

な
ら
北
海
道
に
い
き

た
い
な
。

○
熊
が
出

な
か
っ
た
か
？

Ｊ

国
見
の
方

が
心
配
で
な
ら
な
か

っ
た
。

‘’

Ｋ

新
聞
を
見
て
ほ
ん
と
に
心
配
Ｌ

て
い
ま
し
た
。

○
君
た
ち
三
十
三
人
で
、
汗
の
瞎

晶
と
し
て
大
体
百
五
十
万
円
ほ

ど
持
帰
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の

金
は
ど
う
じ
ま
し
た
か
？

。

「
」

同
）全
部
家
に
出
し
ま
し
た
。

○
そ
れ
は
感
心
で
す
。
皆
さ
ん
、

来
年
は
ど
う
で
す
か
。

（
大
多
数
）
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

○

こ
の
辺
で
林
常
務
さ
ん
か
ら
箜

入

側

の

お

話
を
き
き
ま
し
よ

う
。
北
海
道
に
は
労
務
者
は
い

な
い
の
で
す
か
？

△
い
や
、
北
海
道
に
も
失
業
者
や

求
業
者
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で

す
。
し
か
し
ま
と

め
に
働
く
人

が
ほ
し
い
の
で
す
Ｏ
遊
び
欹
分

の
労
務
者
は
真
平
ご
め
ん
で
、

ど
ん
な
に
っ
ら
い
仕
事
で
も
な

。
し
と
げ
る
、
心
身
共

に
強
く
た

く
ま
し
い
青
年
を
望
ん
で
い
ま

す
。

○
い
わ
ば
、
が
ん
ば
り
屋
と
い
う

よ
う
な
若
者
で
す
か
。

△
い
や
、
受
入
先
の
各
家
庭
で
は

純
粋
の
家
族
態
勢
で
や
る
の
だ

か
ら
、
早
く
そ
の
家
の
家
族
や

家
風
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き

る

や
さ
し
い
人
を
希
望
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
失
業
対
策
と
い
う

考
え
で
な
く
、
北
海
道
の
農
業

の
や
り
方
を
研
究
し
、
経
営
合

理
化
の
交
流
を
は
か
る
た
め
に

も
、
内
地
の
農
家
の
長
男
の
方

に
、
二
三
年
み
っ
ち
り
修
業
に

出
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
内
地
具
業
と
く
ら
べ
て
何
か
。

△
北
海
道
で
は
、
一
反
歩
十
人
位

の
労
力
で
仕
上
げ
ま
す
。
最
近

ビ
ュ
ー
ル
を
使
っ
た
保
温
苗
代

’だ
け
で
平
均
一
反
歩
一
俵
の
増

収
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
厂

○
最
後

に
青
年
の
不
良
化
問
題
に

つ
い
て
一
つ
。

△
み
ん
な

Ｉ
生
け

ん
め
い
働
い
て

い
る
七
、
し
っ
か
り
し
た
家
庭

生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

不
良
化
問
題

な
ど
起
る
心
配

は

あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
は
一
月
頃
募
集
に
参
上
し

ま
す

か
ら
、
皆

さ
ん
、
し
っ

か

り
し
た
お
友
達
を
た
く
さ
ん
誘

い
合
っ
て
下

さ
い
。

Ｍ

わ
た
し
は
、
友
達
三
人
と
行
く

こ

と
に
き
め
ま
し
た
。

○
ど
う
も
長
い
間
、

ご
く
ろ
う
さ

ま
で
し
た
。

（
甚
、
三
、七
於
役
場
会
議
室
） 教

え

ら

れ

た
こ

と

映
画
会
反
省
記
録

か
ら

（

農
業

共

済
職
員

一
同
）

日
頃
の
殼
か
ら
飛
出
し
て
各

所
を
め
ぐ
っ
て
み
る
と
、
そ
の

所

に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
教
え
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
今
度
の
映

画
会
の
六
つ
の
会
場
に
つ
い
て

も
、
そ
こ

に
は
い
ろ
い
ろ
の
姿

が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
よ
き
に

っ
け
、
あ
し
き
に
っ
け
、
考
え

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
。

も
ち
ろ
ん
そ
こ
の
背
景

と
な

る
地
域
、
伝
統
の
違

い
や
そ
の
時
時
の
情

勢

の
変
化

な
ど
に
も

よ

る
が
、
そ
こ
に
居

住
す
る
地
域
住
民
の

か
も
し
出
す
ふ
ん
い

き
も
大
い
に
関
係

す

る
か
と
お
も
わ
れ
る
。
以
下
わ

れ
わ
れ
職
員
の
反
省
会

に
あ
ら

わ
れ
た
全
員
一
致
の
感
想
で
あ

る
Ｏ○

森
江
野
会
場
（

一
日
）

六
会
場
随
一
の
多
数
入
場
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
静
粛
さ
に
お

い
て
も
す
ば
ら
し
い
。
殊
に
退

場
の
あ
と
に
は
殆
ん
と
ご
み
が

お
ち
て
い
な
い
。
一
人
一
人
が

よ
く
で
き
て
い
る
の
だ
と
公
民

舘
の
鈴
木
先
生
は
い
っ
て
い
る

が
、
ほ
ん
と
う
に
森
江
野
の
人

は
み
ん
な
か
紳
士
で
め
り
、
淑

女
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
た
。

○
大
杰

尸
会
場
（
二
日
）

小
中
学
校
の
生
徒
は
、
勉
強

の
た
め
に
よ
く
な
い
か
ら
、
昼

間
だ
け
見
せ
て
夜

は
留
守
居
す

る
こ
と
に
き
め
て
あ
る
そ
う
だ

が
、
な
る
ほ
ど
子
供
は
極
め
て

少
い
。
部
落
映
画
会
な
ど
鈩
夜

間
の
場
合

、
子
供
の
入
場
が
な

い
た
め
、
「
話
し
あ
い
」

に
ほ

ん
と
う
に
好
都
合
で
あ
る
。
よ

く
し
っ
け

た
も
の
で
あ
る
。
技

術
者
総
出
で
や
っ
て
い
た
だ
い

こ
と
も
、
地
域
の
協
力
性

を
暗

示
す
る
も
の
と
、
ほ
の
ぼ
の
し

た
も
の
を
感
じ
た
。

○
小
坂
会
場
（

三
日
）

こ
こ
だ
け
は
ひ
ど
い
雨
風
、

強
風
注
意
報
も
出
て
い
る
の
で

入
場
者
は
皆
無
だ
ろ
う
と
語
っ

て
い
た
ら
、
意
外
に
も
満
員
の

盛
況
、
し
か
も
今
夜
の
会
場
は

ど
ろ
だ
ら
け
を
覚
悟
し
て
い
た

ら
、
て
ん
で
に
ふ
ろ
し
き
を
出

し
て
始
末
し
た
の
で
二
度
び
っ

く
り
、
お
か
げ
で
あ
と
の
掃
除

が
た
す
か
っ
た
。
社
会
教
育
も

こ
こ
ま
で
徹
底
す
れ
ば
大
し
た

も
の
。

○
大
枝
会
場
（
四
日
）

両
町
共
催
の
か

た
ち
で
や
る
。
分

村
騒
ぎ
の
し
こ
り

な
ど
み
ぢ
ん
も
見

ら
れ
な
い
。
立
錐

の
余
地
な
き
ま
で

集
っ
た
大
衆
が
、

至
極
な
ご
や
か
に
、
熱
心
に
観

覧
さ
れ
て
い
る
。

○
藤
田
会
場
（
五
日
）

予
想
に
反
し
て
極

め
て
静
粛

で

あ
っ
た
。
組
合
長
の
あ
い
さ

っ
が
す
み
ず
み
ま
で
き
こ
え
る

ほ
ど
の
靜
か
さ
、
用

務
員
の
お

じ
さ
ん
夫
妻
の
猷
身
的
な
御
協

力

に
は
一
同
感
謝
あ
る
の
み
。

校
長
先
生
の
日
頃
の
く

ん
と
う

が
か
く
あ
ら
し
め
た
も
の
と
改

め
て
敬
意
を
表
す
る
。

○
石
母
田
会
場
（

六
Ｂ
）

こ
こ
は
臨
時
の
催
し
に
も
拘

ら
ず
、
組
合
員
の
連
絡
が
よ
く

と
れ
、
何
回
も
会
場
整
理
を
要

す

る
程
の
大
盛
況
、
百
六
十
戸

の
部
落
で
五
百
人
の
入
場
と
は

お
ど
ろ
く
外
な
い
。
終
っ

た
後

で
女
子
青
年
と
婦
人
会

の
方
方

が
み

ん
な
で
き
れ
い
に
掃
除
し

て
く
れ
た
の
に
は
ほ
ん
と
に
頭

が
さ
が
っ
だ
。
き
け
ば
こ
れ
は

毎
回
の
例
で
あ
る
と
の
こ
と
。

０
各
会
場
共
通

山
消
防
団
で
は
始

か
ら
終
り
ま

で
会
場
の
整
理
に
当
つ
て
く

れ
た
。

闔
共

済
組
合
の
役
員
方
が
み
ん

な
出
て
協
力
し
て
く
れ
た
。

闥
技
術
者
が
早
く
か
ら
出
動
し

て
準
備
を
と
と
の
え
、
正
六

時
開
始
、
長
時
間
に
わ
た
つ

て
と
ど
こ
お
り
な
く
や
つ
て

く
れ
た
。
譏
械
と
共
と
技
術

者
の
う
で
と
人
格
の
優
秀
さ

を
物
語
る
も
の
と
し
て
鈴
木

先
生
の
自
慢
の
最
大
な
も
の

だ
そ
う
だ
。

老
兵
は
衰
え
ず

自
衛
隊
と
の
親
善
試
合

既
報
の
通
り
十
一
月
二
十
二
日
に

わ
が
国
見
町
郷
友
会
及
び
剣
友
会

の
連
合
軍
は
福
島
自
衛
隊
よ
り
ぬ

き
の
猛
者
た
ち
二
十
三
名
を
迎
え

て
県
北
中
学
校
講
堂
で
銃
剣
術
の

試

合
を
し
た
。
対
抗
試
合
の
結
果

は
七
対
四
で
見
事
老
兵
の
勝
。
個

人
試
合
で
は
三
位
ま
で
わ
が
軍
で

占
め
、
異
種
試
合
で
は
剣
道
が
四

対
一
で
勝
っ
た
。

【

写
真
】
は
両
軍

の
記
念
撮
影

み
ん
座
元
気
で

入

学

準

備

Ｉ
就
学
時
健
康
診
断
―

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
四

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
者
に
対

し
、
左
記
の
と
お
り
健
康
診
断
を

す

る
こ
と
に
な
り
、
近
日
中
に
保

護
者
あ
て
に
、
そ
れ
ぞ
れ
通
知
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
来
年
入
学
予
定
の
者
で

十
二
月
二
十
日
ご
ろ
ま
で
に
通
知

が
な
い
と
き

は
、
地
区
の
小
学
校

か
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
申

し
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
区
　
　

期
日
　
　
　

予
定
者

藤
　

田
　

一
二
・
二
五
日
　
一
〇
四

小
　

坂
　

匸
一・
二
六
日
　

四
六

大
木
戸
　
　

一
・
六
日
　
　

四
九

大

．
枝
　
　

一
・
七
日
　
　

Ξ
八

森
江
野
　
　

一
・
八
日
　
　

六
四

昭
和
三
十
四
年
度

町
税
完
納
運
動
実

施
に
つ
い
て

只
今
町
で
は
右
の
こ
と
に
つ

い
て
積
極
的

に
運
動
を
展
開

し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

完
納
運
動
実
施
期
間

第
一
次

十
二
月
一
日
～
一
月
卅
一
日

第
二
次

二
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日

財
政
再
建
計
画
の
結
了
期
で
あ

り
ま
す
の
で
滞
納
税
納
付
に
特

段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

「

北

辰

」

技
術
者
き
ま
る

さ
き
に
購
入
し
た
「
北
辰
」
映
写

頡
に
つ
い
て
、
去
る
十
月
八
日
、

技
術
者
の
検
定
を
受
け
た
結
果
、

左
記
四
二
名
が
合
格
し
、
許
可
証

が
到
着

し
た
の
で
町
教
育
委
員
会

で
は
こ
れ
を
本
人

に
交
付
し
た
。

（
小
坂
地
区

）
安
藤
良
一
、
菅
野

善
一
、
若
林
清
一
、
佐
藤
洋
一
、

金
成
義
一
、
佐
久
間
満

（
藤
田
地
区
）
菅
野
義
一
、
高
橋

勝
美
、
佐
藤
正
明
、
武
田
喜
男
、

瀬
戸
清
司
、
遠
藤
常
雄
、
岡
崎

忠
夫
、
富
田
悦
郎

（
森
江
野
地
区

）
佐
久
間
幸
雄
、

村
上
徳
一
、
三
輪
俊
幸
、
吉
田

勝
基
、菊
地
孝
一
、牧

野
武
夫
、

根
本
秋
雄
、
吉
原
勇
、阿
部
哲
一
二

（
大
木
戸
地
区
）
大
内
守
、
八
島

藜
市
、
松
浦
栄
、
阿
部
忠
夫
、

鈴
木
捷
治

、
松
浦
誠
三
、
高
橋

健
、
押
部
源
治
、
遠
藤
修
三

（
大
枝
地
区

）
玉
手
正
平
い
玉
手

繁
雄
、鈴
木
正
夫
、
浦
山
嘉
作
、

八
巻
冨
重
、
佐
久
間
裕
、
小
川

恵
見

（
県
北
中
）
阿
部
武
夫
、
薄
進
、

（
教
委
）
鈴
本
美
一

編
集
後
記

○
新
正
一
本
化

に
魂
を
口

余
っ
た
時
間

と
金
を
有
効
に
使

い
ま
し
よ
う
。
生
産
と
生
活
の

設
計
、
教
養
と
娯
楽
の
合
理
化
、

更
に
正
月
行

事
の
再
検
討
等
々

○
世
は
正
に
マ
ス

ー
コ
ミ
の
あ
ら

し
、
あ
な
た
の
○
○
は
△
△
に

ね
ら
わ
れ
て
い
る
。

○
国
内
留
学
の
っ
も
り
で
大
い
に

勉
強
し
、
そ

の
精
神
と
技
術
と

金
を
大
い
に
活
か
し
ま
し
よ
う

○
二
百
名
の
新
成
人
、
迎
え

る
方

も
、・
迎
え
ら
れ
る
方
も
、
張
り

切
っ
て
準
備
中
で
す
。

○

町
怦
県

民

税
・
国

民

芦

康

保
険
．
投

降

？

期

叺
．
納

期

は

十
二

月

二

十

五

日

で
ｔ
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